
 

No.1 保渡田八幡塚古墳（上郊村２号古墳・国指定史跡） 

保渡田八幡塚古墳は、高崎市の北西部に位置する保渡田古墳群の一つで、全長 96ｍの大型前方

後円墳です。榛名山の東南麓ということもあり、榛名山の噴火による泥流をかぶった部分は保存状

況が良く、埴輪や土偶、高坏等が多数出土しています。 

この付近には豪族居館の遺跡である三ツ寺Ⅰ遺跡があり、築造時期は古墳時代の５世紀末と推定

されることから、この地域の有力豪族により築造されたと考えられます。 

 この調査票は、出土品が具体的に記されている他、出土品の絵や古墳の写真画像の一部が添付さ

れているので、視覚的に調査結果を理解することができます。 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

古墳調査台帳 群馬郡上郊村 A1007A0B 9 表紙 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古墳調査票 保渡田八幡塚古墳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八幡塚古墳出土品 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 2号墳 八幡塚出土品絵図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 2号墳 八幡塚出土品絵図 



 
八幡塚古墳 写真 

 

八幡塚古墳平面図 

 


